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 研究実績の概要

近年、カーボンニュートラルの達成に向け、各分野で試行錯誤が行われている中、再生可能エ
ネルギーの中で導入の約8割以上を占める、太陽光発電（以下、PV）は2023年12月末時点で72.5GW
と導入が進んでいる。また、東京電力以外では出力抑制（PVの発電が多くなり、出力を抑制する
ことを依頼すること）が発生しており、以前から懸念されていたPV発電量の有効活用がなされな
い事象が顕在化している。本研究では、上記のような電力需給調整に関するアイディアを実装す
るために縮小模擬電力系統をベースとしたプラットフォームの開発を行っている。これは、単に
実験する場としての活用のみならず、電力需給調整の必要性をデモンストレーションを行うこと
もできるため、社会におけるエネルギーインフラが抱える課題と本校が取り組むエネルギー教
育・研究の活動を外部へ発信することも期待できる。本年度は、昨年度に引き続き、スマートコ
ミュニティ（SC）を対象として電力需給調整を行うため、電気自動車（EV）の運用方法に関する
検討を行った。

検討対象としては、住宅地とし、実在するSCである藤沢SSTの構成を参考にした。この街にEVも
導入されることを想定し、国土交通省が公開している交通センサスや藤沢市の車の利用状況等の
データから運航パターンを作成した。そして、需給調整シミュレーションを行うことで、EV導入
による需給調整システムとしての可能性を評価した。その結果、EVを導入する台数を増やすほど
に、PVによる逆潮流（電力会社に電力を送ること）を減らせることが定量的に把握できた。さら
に、季節によってSC内の電力自給率が変化するため、これに対する対策技術も必要となることが
分かった。
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